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主　な　記　事

「
高
架
化
の
実
現
」に
向
け
て

沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現
す
る
市
民
の
会
30
年
の
歩
み

総決起大会、まちづくりシンポジウム・セミナーの開催

　平成３０年２月７日、プラサヴェルデで、ぬまづまちづくりシンポジウムを開催しました。姫路商工会議
所から講師をお迎えし、姫路市における先進事例を参考に今後のまちづくりについて考えました。
　事業に対する市民の関心は非常に高く、会場には入りきれないほどの来場がありました。

　平成３０年１２月４日、プラサヴェルデにてぬまづまちづくりセ
ミナーを開催しました。副市長や㈱日建総研からの講師を迎え、
まちづくりについて学びました。

　平成１７年８月４日、沼津市民文化センターで、沼津駅の高架
化を実現する市民総決起大会を開催しました。
　約2,600名もの市民が参加し、事業推進の決意を固めました。
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事　　業　　に　　関　　係　　す　　る　　年　　表

【歴代会長】
宇野三郎

大橋光雄

永倉芳郎
諏訪部恭一

後藤全弘
市川　厚

Ｓ６３年

　　 ５ .14	 設立総会開催（団体数：約100）

　　 ７ . １ ～署名活動の実施

　　 ８ .31	 署名人数：１６３,９５２名（沼津市民及び圏域住民による）

　　 ９ .22	 静岡県への陳情活動の実施

	 ※署名簿を携え、県知事、県会議長らと面談

　　１0.15	 広報紙「かけはし」の創刊

　　１0.21	 市民の集い「市民決起大会」の開催

	 ※１,３00名余が一堂に会す

Ｈ ４ .11月	 シンボルマークの公募・作成

Ｈ ５ . ６ . ７ 	 講演会「２１世紀のまちづくり」開催

Ｈ ９ . ３ .28	 セミナー「災害に強い安全なまちづくり」開催

Ｈ１0. ７ . ８ 	 講演会「女性とまちづくり」開催

Ｈ１3. 7 .11	 講演会「都市の再生」開催

Ｈ１７. ８ . ４ 	「沼津駅の高架化を実現する市民総決起大会」開催

Ｈ１９. ２ . ６ 	 沼津駅付近鉄道高架事業認可報告会の開催

Ｈ１９. ７ . ４ 	 福知山商工会議所会頭による記念講演

Ｈ１９.12. ４ 	 沼津駅周辺総合整備事業の進捗状況視察見学会の実施

Ｈ２６. ３ .25	 先進事例視察実施：岐阜市

Ｈ２７. ２ . ２ 	 先進事例視察実施：東京都稲城市

Ｈ２８.10. １ 	 静岡新聞・沼津朝日新聞に意見広告掲載

Ｈ２９.11. ６ 	 先進事例視察実施：兵庫県姫路市

Ｈ３0. ２ . ７ 	 ぬまづまちづくりシンポジウムの開催

Ｈ３0. ７ .２３	 国土交通省への要望活動の実施

Ｈ３0.12. ４ 	 ぬまづまちづくりセミナーの開催

Ｈ３１. ２ . ４ 	 先進事例視察実施：富山市・福井市

Ｒ １ .11.19	 先進事例視察実施：秋葉原・埼玉県八潮市

Ｒ １ .11.２２	 沼津市議会「沼津駅鉄道高架事業推進特別委員会」

	 との意見交換会開催

Ｒ ３ . １ .14	 沼津市議会「沼津駅鉄道高架事業推進特別委員会」

	 との意見交換会開催

Ｒ ３ . ３ .３１	 広報紙「かけはし」記念号発行

これまでの市民の会のおもな活動
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沼　　津　　駅　　付　　近　　鉄　　道　　高　　架

Ｓ６２年 ４ 月　国鉄分割民営化

Ｓ６３年 ３ 月　沼津市長が沼津市議会で鉄道高架方針を表明

Ｓ６３年 ３ 月　沼津市議会に「鉄道高架化促進対策特別委員会」設置

Ｓ６３年１１月　「沼津駅周辺総合整備手法検討委員会」の設置

Ｈ ３年１０月　静岡県が主体となり沼津駅付近鉄道高架化のための調査に着手

Ｈ ５年１２月　静岡県東部地方拠点都市地域整備基本計画の知事承認

Ｈ ６年 ４月　平成 ６年度より鉄道高架化調査の国庫補助採択

Ｈ ７年 １月　阪神・淡路大震災発生

Ｈ ９年 ３月　県・市が沼津駅北の国鉄清算事業団用地を取得

Ｈ１０年１０月　多目的展示イベント施設「キラメッセぬまづ」開館

Ｈ１２年１１月　国の公共事業見直しによるコストの縮減、計画の見直し

Ｈ１４年 ７ 月　沼津駅北口駅前広場供用開始

Ｈ１４年 ８ 月　鉄道高架の都市計画案の公聴会の開催

Ｈ１４年 ９ 月　「沼津駅付近鉄道高架建設促進期成同盟会」の設立

Ｈ１５年 １ 月　鉄道高架の都市計画決定

Ｈ１５年 ４ 月　連続立体交差事業の国による着工準備補助採択

Ｈ１７年１２月　市議会で鉄道高架事業の是非を問う住民投票条例案を否決

Ｈ１８年 ４ 月　都市型商業施設「BiVi沼津」開館

Ｈ１８年１１月　鉄道高架事業の事業認可

Ｈ２０年 ３ 月　大手町地区再開発ビル「イーラde」開館

Ｈ２０年 ３ 月　鉄道高架事業の変更事業認可

Ｈ２２年 ７ 月　「沼津駅付近鉄道高架事業に関する有識者会議」の設置

Ｈ２３年 ３ 月　東日本大震災発生

Ｈ２３年 ６ 月　有識者会議報告書の県知事への手交

Ｈ２３年１１月　沼津高架PIプロジェクトの開始

Ｈ２５年１１月　PI委員会報告書の県知事への手交

Ｈ２６年 ７ 月　ふじのくに千本松フォーラム（プラサヴェルデ）の全面開館

Ｈ３１年 ２ 月　市議会で鉄道高架事業の是非を問う住民投票条例案を否決

Ｒ ２年１２月　静岡地裁で事業認可の無効等を求める訴えの却下・棄却判決

Ｒ ３年 ２月　新貨物ターミナルの用地取得完了

【歴代市長】
渡辺　朗

櫻田光雄

栗原裕康

斎藤　衛

大沼明穂
賴重秀一

社会と事業のおもな動き

【歴代県知事】
斉藤滋与史

石川嘉延

川勝平太
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の　　移　　り　　変　　わ　　り

沼津駅では列車の動力車を交換するため「機関区」が設置されていましたが、
機関区閉鎖後は敷地周辺は空閑地となっていました。

静岡東部拠点第一地区土地区画整理事業により、国道414号が整備され、４車線にな
り、歩道も拡幅されました。今後、電線の地中化等により、景観・防災性が向上します。三つ目ガード北周辺

かつての沼津駅北

沼津駅前のロータリーに接するこの場所にはかつて雑居ビルが集まっていました
が、南口のランドマークである複合施設イーラdeの整備により生まれ変わりました。イーラde周辺
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沼　　津　　の　　都　　心

ユニバーサルデザインの沼津駅北口ロータリー、商業施設「BiＶi沼津」、総合コン
ベンション施設「プラサヴェルデ」が整備され、一帯は駅北の顔となっています。

沼津駅周辺土地区画整理事業の静岡東部拠点第一地区内にあるこの地区は、土地
区画整理事業により公共空間が広がり、新たな街並みに生まれ変わりました。沼津駅北西周辺

現在の沼津駅北

沼津駅周辺土地区画整理事業の沼津駅南地区では、土地区画整理事業に合わせて専
門学校やマンションなどが新たに建設されています。添地町周辺
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私たちのメッセージ

　

沼
津
市
自
治
会
連
合
会
で
は
、
令
和
元
年
度
、
姫

路
市
に
お
け
る
鉄
道
高
架
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
先

進
事
例
を
学
び
、
今
後
の
沼
津
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の

期
待
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
が
進
ん
で
い
く
中

で
、
新
た
な
ま
ち
の
姿
が
徐
々
に
あ
ら
わ
れ
て
く
れ

ば
、
市
民
の
実
感
も
確
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　

市
民
と
行
政
と
が
互
い
に
手
を
携
え
、
よ
り
魅
力

あ
る
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

榊
原　

昭
雄

　

都
市
間
競
争
に
よ
る
商
圏
規
模
の
縮
小
や
、
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
よ
る
消
費
行
動
の
多
様
化
な

ど
、
商
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
中
心
市
街
地
の
商
店
街
で
は
さ
ら
に
厳
し
さ
が

増
し
て
い
ま
す
。

　

沼
津
市
商
店
街
連
盟
と
し
て
は
、
市
民
、
来
街
者

が
駅
周
辺
中
心
市
街
地
に
お
い
て
、
日
常
不
便
を
体

感
し
て
い
る
連
続
性
、
回
遊
性
の
確
保
を
第
一
に
願

い
、
都
市
基
盤
整
備
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
を
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
行
政
や
商
工
会
議
所
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
沼
津
駅
の
南
北
暫
定
自
由
通
路
設
置
へ
の
継

続
的
な
要
望
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。芦

川　

勝
年

　

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
は
、
鉄
道
敷
で
南
北

に
分
断
さ
れ
た
市
街
地
を
一
体
的
か
つ
、
高
度
な
土

地
利
用
に
よ
り
、
静
岡
県
東
部
に
お
け
る
拠
点
都
市

を
形
成
す
る
た
め
に
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
長
年
に

わ
た
り
推
進
さ
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の
新

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
取
得
が
、
高
架
化
実
現
へ
の

第
一
歩
と
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

沼
津
商
工
会
議
所
は
経
済
団
体
と
し
て
、
鉄
道
高

架
化
実
現
に
よ
る
都
市
機
能
の
充
実
と
交
通
イ
ン
フ

ラ
整
備
を
提
言
し
、
沼
津
市
と
と
も
に
地
域
経
済
の

活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

紅
野　

正
裕

　

念
願
の
沼
津
駅
鉄
道
高
架
化
の
実
現
が
や
っ
と
見

え
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
の
地
元
で
あ
る
原
西
部
地
区
で
は
、
新
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
建
設
の
関
係
で
反
対
者
が
多
い
所
で
す
。

何
事
も
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
将
来
的
に
は
道
路
整
備
に
よ
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
西
部
地
区
に
は
現
在
、
新
放
水
路
の
建

設
、
農
業
団
地
構
想
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
の
延
伸

な
ど
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
さ
ら
に
発
展
す

る
地
域
で
あ
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。渡

邊　

好
孝

　

私
た
ち
「
沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現
す
る
市

民
の
会
」
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
設
立
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
鉄
道
高
架
事
業
を
は
じ
め
と
す

る
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
早
期
実
現
の

た
め
に
、
関
係
機
関
へ
の
陳
情
や
、
市
民
啓
発

活
動
な
ど
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

私
が
、
会
長
に
就
任
し
た
平
成
二
十
三
年
当

時
は
、
貨
物
駅
移
転
反
対
運
動
が
、
事
業
認
可

取
得
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
続
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
有
識
者
会
議
に
よ
り
高
架
の
妥
当
性
が
認

め
ら
れ
た
頃
で
し
た
。

　

そ
の
後
Ｐ
Ｉ
を
経
て
、
推
進
に
向
け
県
知
事

が
舵
を
と
り
、
本
年
度
、
課
題
と
な
っ
て
い
た

新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
を
取
得
で
き
た
こ
と

は
、
所
期
の
目
的
を
ほ
ぼ
達
成
し
た
も
の
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
の
「
か
け
は
し
」
は
、
30
年
を

超
え
る
会
の
活
動
と
と
も
に
、
高
架
化
事
業
の

経
緯
を
取
り
ま
と
め
た
特
集
号
と
し
て
発
行
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

静
岡
県
や
沼
津
市
と
と
も
に
、
今
日
を
迎
え

た
喜
び
を
表
し
、
早
期
完
成
に
向
け
た
関
係
各

位
の
ご
尽
力
に
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

市
川　
　

厚

副
会
長

（
沼
津
市
商
工
会
会
長
）

副
会
長

（
沼
津
市
商
店
街
連
盟
会
長
）

副
会
長

（
沼
津
商
工
会
議
所
会
頭
）

沼
津
駅
の
高
架
化
を

実
現
す
る
市
民
の
会

会　

長

副
会
長

（
沼
津
市
自
治
会
連
合
会
会
長
）
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沼津駅周辺総合整備事業が進んでいます

　

市
内
片
浜
地
区
に
は
新
車
両
基
地
の
整
備
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
車
両
基
地
用
地
周
辺
で
は
、
関
連
道
路
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
都
市
計
画
道
路　

片

浜
西
沢
田
線
は
、
新
車
両
基
地
、
東
海
道
本
線
と

交
差
す
る
ア
ン
ダ
ー
道
路
と
な
り
ま
す
。

　

将
来
、
都
市
計
画
道
路　

片
浜
西
沢
田
線
が
整

備
さ
れ
れ
ば
、県
道
富
士
清
水
線
（
旧
国
道
一
号
）

と
国
道
一
号
が
南
北
方
向
に
結
ば
れ
る
こ
と
に
な

り
、
片
浜
地
区
の
利
便
性
が
大
き
く
向
上
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
原
西
部
地
区
に
は
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
周
辺
で
は
、
鉄
道
施

設
の
本
格
的
な
着
工
に
向
け
、
周
辺
道
路
の
整
備

が
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

海
岸
沿
い
の
県
道
富
士
清
水
線（
旧
国
道
一
号
）

か
ら
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
関
係
車
両
等
が
進
入

す
る
た
め
の
進
入
路
と
な
る
市
道
２
６
９
７
号
線

の
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
将
来
的
に
は
、
南
北
を
つ
な
ぐ
ア

ン
ダ
ー
道
路
等
の
都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
、
地
域

の
利
便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

沼
津
駅
周
辺
で
は
、
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事

業
の
一
環
と
し
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

あ
ま
ね
ガ
ー
ド
南
交
差
点
付
近
で
は
、
建
物
の

移
転
と
と
も
に
、
都
市
計
画
道
路　

三
枚
橋
錦
町

線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
ク
ラ

ン
ク
状
の
道
路
線
形
が
改
善
さ
れ
、
歩
道
が
整
備

さ
れ
る
な
ど
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

　

ま
た
、
電
線
地
中
化
に
よ
り
景
観
や
防
災
性
が

向
上
す
る
と
と
も
に
、
沿
道
に
生
ま
れ
る
歩
行
者

空
間
の
利
活
用
も
期
待
で
き
ま
す
。

三枚橋錦町線
※点線は現在の線形

市内添地町地区市内添地町地区

市道2697号線
（進入路）

新貨物ターミナル用地

市内原西部地区市内原西部地区

県道富士清水線
（旧国道１号）

片
浜
西
沢
田
線

国道１号

東海道本線

旧東海道

県道富士清水線
（旧国道１号）

市内片浜 小諏訪地区市内片浜 小諏訪地区

沼
津
駅
周
辺

新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
周
辺

新
車
両
基
地
周
辺
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市議会特別委員会と意見交換会を開催しました

鉄道高架事業をはじめとする「沼津駅周辺総合整備事業」については、以下で詳しく紹介しています。
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編　集　後　記

令
和
２
年
度　
会
の
動
き

１
．
会
議
の
開
催

⑴
正
副
会
長
会
議

と
き　

令
和
２
年
６
月
25
日（
木
）

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所

議
題　

定
時
会
員
総
会
に
諮
る
議
案
に
つ
い
て
ほ
か

⑵
総
会
・
定
時
会
員
総
会

　

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

書
面
議
決
に
て
開
催

と
き　

令
和
２
年
７
月

議
案　

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、

　
　
　

令
和
２
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

⑶
正
副
会
長
会
議

と
き　

令
和
３
年
３
月
４
日（
木
）

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所

議
題　

か
け
は
し
の
発
行
に
つ
い
て
ほ
か

２
．
広
報
啓
発
活
動

⑴
鉄
道
高
架
事
業
推
進
特
別
委
と
の
意
見
交
換
会

と
き　

令
和
３
年
１
月
14
日（
木
）

場
所　

沼
津
市
役
所　

委
員
会
室

議
題　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
に
関
す
る

　
　
　

意
見
交
換
会

⑵
広
報
紙
「
か
け
は
し
」
発
行

　

第
37
号
（
令
和
３
年
３
月
31
日
発
行
）

　

８
万
５
千
部
発
行
・
全
戸
配
布

　

思
い
起
こ
せ
ば
約
五
十
年
ほ
ど
前
、
沼
津
市
で
、
企

業
、
大
学
の
誘
致
に
よ
る
産
学
官
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
始
ま
り
、
高
等
教
育
機
関
・
高
度
医
療
の
充

実
、
拠
点
と
道
路
の
ア
ク
セ
ス
の
向
上
に
よ
る
人
と
物

の
流
れ
、
都
市
基
盤
整
備
が
説
か
れ
る
な
か
、
新
し
い

人
材
と
資
本
の
投
下
が
生
ま
れ
る
方
策
に
つ
い
て
、
イ

ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
有
志
で
考
え
た
。
や
が
て
、
市
民

の
立
ち
上
が
り
が
あ
り
、「
沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現

す
る
市
民
の
会
」
の
前
身
と
な
る
市
民
団
体
が
組
織
さ

れ
、
そ
の
後
、
市
内
の
主
要
な
各
種
団
体
・
個
人
の
協

力
を
得
て
、「
沼
津
駅
の
高
架
化
を
実
現
す
る
市
民
の

会
」
の
発
足
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

　

公
共
事
業
の
見
直
し
や
諸
々
の
社
会
的
変
革
の
中

で
、
市
民
の
視
点
で
情
報
を
提
供
す
る
会
報
紙
「
か
け

は
し
」
は
生
ま
れ
た
。
社
会
情
勢
が
め
ま
ぐ
る
し
く
激

変
す
る
な
か
、
独
自
の
調
査
と
取
材
に
よ
り
、
手
作
り

で
、〝
正
し
い
と
思
わ
れ
る
情
報
〟
を
伝
え
て
き
た
と

自
負
し
て
い
る
。
事
業
に
賛
同
さ
れ
な
い
一
部
の
間
で

使
わ
れ
た
、
事
業
に
つ
い
て
の
不
思
議
な
言
説
と
数
字

の
魔
術
に
対
し
、
感
情
を
抜
き
に
し
て
冷
静
に
判
断
し

て
き
た
。「
か
け
は
し
」
は
、
分
断
さ
れ
て
い
る
〝
道
〟

と
〝
ま
ち
〟
に
架
け
る
橋
と
な
る
と
と
も
に
、〝
人
〟
と

〝
都
市
の
未
来
〟
に
架
け
る
「
か
け
は
し
（
架
け
橋
）」

と
な
る
こ
と
を
そ
の
意
と
し
た
。

　

こ
の
度
、
多
く
の
市
民
の
共
感
と
、
土
地
な
ど
の
私

財
の
提
供
を
は
じ
め
と
す
る
数
々
の
協
力
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
約
三
十
年
に
わ
た
る
「
市
民
の
会
」
の
活

動
を
ひ
も
と
く
こ
と
と
し
た
。

　

過
日
、
宿
願
で
あ
っ
た
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
の

取
得
が
完
了
し
た
こ
と
は
、
非
常
に
意
味
の
あ
る
大
き

な
一
歩
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
沼
津
の
人
と
ま
ち
の
未

来
に
期
待
を
か
け
た
い
。

荻
生　

昌
平

副
会
長

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
沼
津
文
化
協
会
理
事
長
）

　

令
和
元
年
11
月
22
日（
金
）に
開
催
さ
れ
た

視
察
報
告
会
に
続
い
て
、
令
和
３
年
１
月
14

日（
木
）に
、市
民
の
会　

正
副
会
長
と
、沼
津

市
議
会　

沼
津
駅
鉄
道
高
架
事
業
推
進
特
別

委
員
会
に
よ
り
、
沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事

業
に
関
す
る
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

沼
津
市　

沼
津
駅
周
辺
整
備
部
等
か
ら
沼

津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
の
取
組
状
況
等
に

つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
後
、
事
業
の
有
効
性

や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

懸
案
だ
っ
た
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
用
地
に
つ

い
て
、
令
和
３
年
２
月
19
日（
金
）に
、
行
政
代

執
行
が
実
施
さ
れ
、
用
地
を
１
０
０
％
取
得
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
、
着
工
に
向
け
た
動
き
が
加
速
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ー
ナ
ー

事
業
情
報


